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告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
五
百
八
十
八
号

結
核
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た

医
療
機
関
は
次
の
と
お
り
廃
止
し
た
。

平
成
十
五
年
十
二
月
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

名
　
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
　
　
　
　
在
　
　
　
　
　
　
　
地

有
限
会
社
赤
岡
綜
合
薬
局

甲
府
市
北
口
三
丁
目
一
番
二
号

山
梨
県
告
示
第
五
百
八
十
九
号

結
核
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
を

担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
五
年
十
二
月
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

名
　
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
　
　
　
　
在
　
　
　
　
　
　
　
地

有
限
会
社
赤
岡
綜
合
薬
局

甲
府
市
北
口
二
丁
目
三
十
二
番
二
号

山
梨
県
告
示
第
五
百
九
十
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
二
十
条
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
土
地
収
用
事
業
の
認
定
を
し
た
。

平
成
十
五
年
十
二
月
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
起
業
者
の
名
称

長
坂
町

二
　
事
業
の
種
類

女
取
湧
水
周
辺
自
然
保
護
林
集
積
事
業

三
　
起
業
地

１
　
収
用
の
部
分
　
北
巨
摩
郡
長
坂
町
大
字
小
荒
間
字
女
取
地
内

２
　
使
用
の
部
分
　
な
し

四
　
事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

１
　
法
第
二
十
条
第
一
号
要
件

女
取
湧
水
周
辺
自
然
保
護
林
集
積
事
業
（
以
下
「
本
事
業
」
と
い
う
。）
は
、
長
坂
町
が
行
う

水
源
地
保
護
の
た
め
の
森
林
整
備
事
業
で
あ
り
、
法
第
三
条
第
三
十
一
号
に
掲
げ
る
「
地
方
公
共

団
体
が
設
置
す
る
そ
の
他
直
接
そ
の
事
務
又
は
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
」
に
関
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
一
号
に
該
当
す
る
。

２
　
法
第
二
十
条
第
二
号
要
件

起
業
者
は
、
用
地
補
償
費
等
に
つ
い
て
は
既
に
財
政
措
置
を
講
じ
、
工
事
費
に
つ
い
て
は
平
成

十
六
年
度
に
財
政
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
本
事
業
を
遂
行
す
る
充
分
な
意
思
と
能
力

を
有
す
る
者
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
二
号
に
該
当
す
る
。

３
　
法
第
二
十
条
第
三
号
要
件

（一）

本
事
業
は
、
長
坂
町
の
上
水
道
取
水
地
の
一
つ
で
あ
る
女
取
湧
水
（
以
下
「
湧
水
」
と
い
う
。）

の
周
辺
の
乱
開
発
を
防
止
し
、
水
源
か
ん
養
林
と
し
て
整
備
育
成
す
る
も
の
で
、
湧
水
周
辺
の

か
ん
養
林
と
し
て
の
機
能
が
確
保
さ
れ
、
水
道
水
源
と
し
て
の
湧
水
の
汚
染
及
び
枯
渇
の
防
止

が
図
ら
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
大

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
三
十
八
号
　
　
平
成
十
五
年
十
二
月
十
五
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
別
）一
箇
年
　
一
六
、〇
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

七
五
九

山
梨
県
公
報
平
成
十
五
年

十
二
月
十
五
日

第
千
四
百
三
十
八
号

月　曜　日



き
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

（二）

本
事
業
の
施
行
に
よ
り
周
辺
の
環
境
に
与
え
る
影
響
は
少
な
い
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

失
わ
れ
る
公
共
の
利
益
は
軽
微
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

（三）

本
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
水
源
か
ん
養
林
と
し
て
の
機
能
を
確
保
し
、
湧
水
の
汚

染
及
び
枯
渇
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
規
模
と
し
て
お
り
、
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
。

（四）

（一）
か
ら
（三）
ま
で
の
理
由
に
よ
り
、
本
事
業
は
、「
土
地
の
適
正
且
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与

す
る
も
の
」
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
三
号
に
該
当
す
る
。

４
　
法
第
二
十
条
第
四
号
要
件

本
事
業
は
、
水
源
地
で
あ
る
湧
水
の
保
護
の
た
め
行
う
も
の
で
あ
り
、
乱
開
発
防
止
の
た
め
早

急
に
施
行
す
る
必
要
性
が
高
い
事
業
と
認
め
ら
れ
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
四
号
に
該
当
す
る
。

５
　
結
論

１
か
ら
４
ま
で
で
述
べ
た
と
お
り
、
本
事
業
は
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
と

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
に
よ
り
、
法
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
認
定
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
　
法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

長
坂
町
三
分
一
湧
水
公
園
等
整
備
推
進
室

山
梨
県
告
示
第
五
百
九
十
一
号

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
堤
防
と
道
路

と
の
兼
用
工
作
物
の
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
協
議
が
成
立
し
た
の
で
、
告
示
す
る
。
そ
の
関
係
図
書
は
、

山
梨
県
土
木
部
治
水
課
及
び
峡
東
地
域
振
興
局
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
十
二
月
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
河
川
の
名
称
　
富
士
川
水
系
　
馬
場
川

二
　
河
川
管
理
施
設
の
名
称
又
は
種
類
　
右
岸
堤
防

三
　
河
川
管
理
施
設
の
位
置
　
東
八
代
郡
御
坂
町
大
字
夏
目
原
字
脾
田
百
六
十
一
番
三
地
先
か
ら
東
八

代
郡
御
坂
町
大
字
夏
目
原
字
脾
田
百
七
十
番
六
地
先
ま
で

四
　
管
理
を
行
う
者
の
氏
名
及
び
住
所

１
　
氏
名
　
御
坂
町
長
　
小
澤
栄
眞

２
　
住
所
　
東
八
代
郡
御
坂
町
栗
合
八
十
七
番
地

五
　
管
理
の
内
容

１
　
道
路
専
用
施
設
（
路
面
（
路
盤
の
部
分
を
含
む
。）、
路
肩
、
道
路
の
附
属
物
そ
の
他
の
専
ら
道

路
の
管
理
上
必
要
な
施
設
又
は
工
作
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
新
設
（
道
路
の
附
属
物
に

係
る
も
の
に
限
る
。）、
改
築
、
維
持
又
は
修
繕

２
　
路
肩
に
接
す
る
法
面
で
、
当
該
路
肩
か
ら
法
長
一
・
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
範
囲
内
に
あ
る
も
の

に
つ
い
て
の
維
持

３
　
原
則
と
し
て
道
路
専
用
施
設
に
係
る
災
害
復
旧

六
　
管
理
の
期
間
　
平
成
十
五
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
道
路
を
廃
止
す
る
と
き
、
又
は
堤
防
の
公
用
を

廃
止
す
る
と
き
ま
で

山
梨
県
告
示
第
五
百
九
十
二
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
塩
山
地
区
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
次
の
と
お
り
関
係
書
類
を

縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き

る
。

平
成
十
五
年
十
二
月
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
縦
覧
書
類

換
地
計
画
書
の
写
し

二
　
縦
覧
期
間

平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
平
成
十
六
年
一
月
二
十
日
ま
で

三
　
縦
覧
場
所

塩
山
市
役
所

四
　
異
議
申
出
期
間

平
成
十
六
年
一
月
二
十
一
日
か
ら
同
年
二
月
四
日
ま
で

公
　
　
　
告

'

平
成
十
五
年
二
級
建
築
士
試
験
の
合
格
者

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
実
施
し
た
平
成
十
五
年

二
級
建
築
士
試
験
の
合
格
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
十
五
年
十
二
月
十
五
日

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
三
十
八
号
　
　
平
成
十
五
年
十
二
月
十
五
日

七
六
〇



山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

受
　
験
　
番
　
号

氏
　
　
　
名

受
　
験
　
番
　
号

氏
　
　
　
名

二
Ｈ
│
一
〇
一
〇
九
Ｋ

市
　
田
　
　
　
仁

二
Ｈ
│
一
〇
四
〇
三
Ｋ

岡
　
部
　
敏
　
之

二
Ｈ
│
一
〇
二
七
七
Ｋ

樋
　
川
　
洋
　
一

二
Ｈ
│
一
〇
四
一
八
Ｌ

歌
　
田
　
つ
か
さ

二
Ｈ
│
一
〇
三
六
一
Ｋ

望
　
月
　
明
　
仁

二
Ｈ
│
一
〇
四
五
九
Ｋ

岡
　
田
　
正
　
博

二
Ｈ
│
一
〇
三
七
七
Ｍ

風
　
間
　
智
　
之

二
Ｈ
│
一
〇
四
六
〇
Ｌ

加
賀
美
　
　
　
徹

二
Ｈ
│
一
〇
三
八
九
Ｋ

小
　
山
　
圭
　
太

二
Ｈ
│
一
〇
五
一
四
Ｙ

大
　
澤
　
さ
や
か

二
Ｈ
│
一
〇
五
一
六
Ｌ

小
田
切
　
美
　
樹

二
Ｈ
│
一
〇
九
八
八
Ｐ

名
　
取
　
圭
　
一

二
Ｈ
│
一
〇
五
五
八
Ｌ

田
　
邉
　
　
　
修

二
Ｈ
│
一
〇
九
九
一
Ｋ

野
　
田
　
哲
　
司

二
Ｈ
│
一
〇
五
七
〇
Ｙ

板
　
倉
　
　
　
亘

二
Ｈ
│
一
一
〇
一
九
Ｋ

佐
　
藤
　
　
　
浩

二
Ｈ
│
一
〇
五
九
六
Ｐ

鈴
　
木
　
か
づ
美

二
Ｈ
│
一
一
〇
五
九
Ｒ

横
　
倉
　
　
　
純

二
Ｈ
│
一
〇
六
三
八
Ｐ

宮
　
下
　
　
　
哲

二
Ｈ
│
一
一
一
四
〇
Ｍ

中
　
澤
　
恒
　
夫

二
Ｈ
│
一
〇
六
四
一
Ｋ

桐
　
戸
　
達
　
矢

二
Ｈ
│
一
一
二
二
八
Ｙ

志
　
村
　
　
　
元

二
Ｈ
│
一
〇
六
五
五
Ｋ

鈴
　
木
　
　
　
薫

二
Ｈ
│
一
一
二
四
二
Ｙ

河
　
西
　
真
智
子

二
Ｈ
│
一
〇
六
六
六
Ｐ

雨
　
宮
　
　
　
崇

二
Ｈ
│
一
一
三
一
〇
Ｐ

深
　
沢
　
　
　
豊

二
Ｈ
│
一
〇
八
一
〇
Ｌ

福
　
島
　
佳
　
子

二
Ｈ
│
一
一
三
二
一
Ｌ

橘
　
田
　
雄
　
一

二
Ｈ
│
一
〇
八
二
四
Ｌ

松
　
村
　
美
　
雪

二
Ｈ
│
一
一
三
二
三
Ｎ

三
　
科
　
香
　
織

二
Ｈ
│
一
〇
八
七
八
Ｙ

望
　
月
　
数
　
子

二
Ｈ
│
一
一
三
三
八
Ｐ

今
　
村
　
宗
　
雅

二
Ｈ
│
一
〇
九
二
一
Ｋ

古
　
田
　
高
　
志

二
Ｈ
│
一
一
三
五
〇
Ｍ

野
々
村
　
誠
　
司

二
Ｈ
│
一
〇
九
六
二
Ｙ

小
　
林
　
忠
　
仁

二
Ｈ
│
一
一
四
三
七
Ｒ

河
　
名
　
隆
　
弘

二
Ｈ
│
一
一
四
五
〇
Ｐ

雨
　
宮
　
沙
　
知

二
Ｈ
│
一
一
九
二
四
Ｍ

長
　
坂
　
　
　
敬

二
Ｈ
│
一
一
四
九
三
Ｒ

神
　
田
　
俊
　
起

二
Ｈ
│
二
〇
〇
一
一
Ｐ

伊
　
東
　
正
　
明

二
Ｈ
│
一
一
五
〇
五
Ｎ

齋
　
藤
　
高
　
峰

二
Ｈ
│
二
〇
〇
五
五
Ｙ

中
曽
根
　
善
　
弘

二
Ｈ
│
一
一
五
二
〇
Ｐ

西
　
川
　
政
　
樹

二
Ｈ
│
二
〇
〇
八
二
Ｒ

青
　
山
　
光
　
宏

二
Ｈ
│
一
一
五
三
三
Ｎ

中
　
沢
　
雄
　
一

二
Ｈ
│
二
〇
一
二
五
Ｙ

貝
　
原
　
英
　
樹

二
Ｈ
│
一
一
五
七
三
Ｌ

金
　
丸
　
育
　
未

二
Ｈ
│
二
〇
二
一
〇
Ｋ

新
　
田
　
昌
　
一

二
Ｈ
│
一
一
六
一
七
Ｎ

大
　
森
　
長
　
廣

二
Ｈ
│
二
〇
二
二
三
Ｙ

桜
　
井
　
秀
　
和

二
Ｈ
│
一
一
七
三
一
Ｒ

小
　
林
　
隼
　
人

二
Ｈ
│
二
〇
二
三
七
Ｙ

高
　
野
　
裕
　
司

二
Ｈ
│
一
一
八
〇
〇
Ｐ

野
　
村
　
昌
　
宏

二
Ｈ
│
二
〇
二
五
一
Ｙ

清
　
水
　
宏
次
郎

二
Ｈ
│
一
一
八
一
二
Ｍ

望
　
月
　
英
　
光

二
Ｈ
│
二
〇
二
九
三
Ｙ

樋
　
口
　
晃
　
一

二
Ｈ
│
一
一
八
五
四
Ｍ

小
　
林
　
　
　
徹

二
Ｈ
│
二
〇
二
九
五
Ｌ

大
　
森
　
　
　
学

二
Ｈ
│
一
一
八
六
七
Ｌ

高
　
野
　
麻
　
矢

二
Ｈ
│
二
〇
三
〇
九
Ｌ

坂
　
野
　
由
美
子

二
Ｈ
│
一
一
八
八
二
Ｍ

古
　
屋
　
拓
　
馬

二
Ｈ
│
二
〇
三
四
九
Ｙ

田
　
中
　
博
　
文

二
Ｈ
│
二
〇
三
五
一
Ｌ

羽
　
賀
　
理
　
之

二
Ｈ
│
二
〇
六
四
八
Ｐ

坂
　
本
　
幸
　
一

二
Ｈ
│
二
〇
三
六
五
Ｌ

広
　
瀬
　
美
　
和

二
Ｈ
│
二
〇
六
八
七
Ｌ

臼
　
井
　
吉
　
久

二
Ｈ
│
二
〇
三
九
二
Ｋ

小
　
沢
　
久
　
仁

二
Ｈ
│
二
〇
六
八
九
Ｎ

坂
　
本
　
哲
　
也

二
Ｈ
│
二
〇
三
九
四
Ｍ

大
　
村
　
勇
　
二

二
Ｈ
│
二
〇
七
一
七
Ｎ

白
　
倉
　
寿
　
和

二
Ｈ
│
二
〇
四
〇
八
Ｍ

三
　
枝
　
智
　
紀

二
Ｈ
│
二
〇
四
二
一
Ｌ

高
　
山
　
　
　
守

二
Ｈ
│
二
〇
四
五
〇
Ｍ

内
　
田
　
修
　
司

二
Ｈ
│
二
〇
四
六
四
Ｍ

溝
呂
木
　
　
　
諭

二
Ｈ
│
二
〇
四
七
七
Ｌ

菊
　
島
　
紀
　
子

二
Ｈ
│
二
〇
五
四
七
Ｌ

小
　
松
　
謙
　
幸

二
Ｈ
│
二
〇
五
四
九
Ｎ

加
　
藤
　
淳
　
二

二
Ｈ
│
二
〇
六
〇
三
Ｌ

石
　
原
　
俊
　
宏

二
Ｈ
│
二
〇
六
四
六
Ｍ

羽
　
田
　
新
　
悟

'

開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
五
年
十
二
月
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

東
八
代
郡
石
和
町
広
瀬
字
小
物
成
場
一
一
九
五
の
五
七
、
一
一
九
五
の
五
八
、
一
一
九
五
の
五
九
、

一
一
九
五
の
六
〇
、
一
一
九
五
の
六
一
、
一
一
九
五
の
六
二
、
一
一
九
五
の
六
三
、
一
一
九
五
の
六

四
、
一
一
九
五
の
六
五
、
一
一
九
五
の
六
六
、
一
一
九
五
の
一
八
七
及
び
一
一
九
五
の
一
八
八

二
　
公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類

位
　
置
　
及
　
び
　
区
　
域

道
　
　
路

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
峡
東
地
域
振
興
局
石
和
建
設
部
及
び

石
和
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

東
八
代
郡
石
和
町
広
瀬
千
百
九
十
五
番
地
六
十
三
　
雨
宮
寛
人

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
三
十
八
号
　
　
平
成
十
五
年
十
二
月
十
五
日

七
六
一



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
三
十
八
号
　
　
平
成
十
五
年
十
二
月
十
五
日

七
六
二


